
1-16

2023

広報せんぼく
No.362

吹吹きき飛飛ばばせせ !!

12 月 15 日、元バレーボール日本代表で北京オリンピッ12 月 15 日、元バレーボール日本代表で北京オリンピッ
クにも出場した山本隆弘さんが角館高校を訪れ、同校女クにも出場した山本隆弘さんが角館高校を訪れ、同校女
子バレー部を指導しました。（関連記事 2 ページ）子バレー部を指導しました。（関連記事 2 ページ）

山本隆弘さんがバレー指導
元バレーボール日本代表

仙北市公式 LIINE で各種情報を配信中 !
友だち追加は左記の二次元コード
または IID検索「@city.semboku」から



～輝くとき～輝くとき栄光･表彰 表紙の写真から表紙の写真から 元日本代表の山本隆弘さんが元日本代表の山本隆弘さんが
女子バレー部を指導女子バレー部を指導

角館高校でバレーボールクリニック

　

12
月
15
日
、
元
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
男
子
日
本
代
表
で
現
在
は
解

説
者
や
タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
山
本
隆
弘
さ
ん
が
角

館
高
校
を
訪
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
現
役
時
代
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
Ｖ
リ
ー
グ
の
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
ズ
（
大

阪
）
に
所
属
し
、
２
０
０
８
年

に
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
。
左
か
ら
繰
り
出
す
強
烈
な

ス
パ
イ
ク
を
武
器
に
日
本
代
表

の
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
山
本
さ
ん

を
現
役
時
代
か
ら
栄
養
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
た
食
品
会
社
の
明
治

が
企
画
し
た
も
の
で
、
こ
の
日

は
引
退
し
た
３
年
生
を
含
む
同

選
手
た
ち
に
体
の
使
い
方
を
指
導
す
る
山
本

さ
ん
（
左
）。

最
後
は
山
本
さ
ん
と
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
神
代
小
学
校
が

「
令
和
４
年
度
秋
田
県
学
校

関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
（
学

校
環
境
緑
化
の
部
）」
で
東
北

森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞
し
、

そ
の
伝
達
式
が
市
役
所
西
木

庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
花
の
い
の
ち
を
育
む
学

園
」
を
校
是
に
花
だ
ん
活
動

に
取
り
組
む
同
校
は
、
昨
年

度
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
秋
田

県
知
事
賞
を
受
賞
し
、
全
日

本
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
入
選
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
た
ち
が
活
動
を

計
画
し
、
花
を
通
し
た

地
域
交
流
を
行
っ
て
い

る
同
校
。
６
年
生
に

な
っ
て
か
ら
環
境
委
員

会
の
活
動
の
先
頭
に

立
っ
て
き
た
金
子
蓮
叶

委
員
長
（
６
年
）
は
「
委

員
長
と
し
て
指
示
を
出

す
こ
と
は
難
し
か
っ
た

が
、
水
や
り
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
が
で
き

た
」
と
活
動
を
振
り
返

り
ま
し
た
。
副
委
員
長

と
し
て
委
員
長
を
支
え

た
佐
藤
心
湖
さ
ん
（
同
）

神
代
小
学
校
が
各
賞
を
受
賞

令
和
４
年
度
秋
田
県
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

第
58
回
「
全
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
下
級
生
に
向
け
て
「
み
ん

な
で
協
力
し
て
来
年
も
活
動

を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
第
58
回
全
県
花
だ

ん
コ
ン
ク
ー
ル（
学
校
の
部
）」

で
昨
年
度
に
続
き
秋
田
県
教

育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
報
告
に
訪
れ
た
清
水
瑛
太

さ
ん（
５
年
）は「
来
年
は
も
っ

と
彩
り
の
あ
る
花
だ
ん
に
し

て
地
域
の
方
々
に
も
見
て
も

ら
い
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

右
か
ら
公
地
望
校
長
、
南
教
育
事
務
所
仙
北
出
張
所

の
栗
谷
川
学
出
張
所
長
、
金
子
蓮
叶
さ
ん
、
佐
藤
心

湖
さ
ん
、
清
水
瑛
太
さ
ん
、
須
田
教
育
長
。

　
株
式
会
社
ポ
ー
ラ
と
仙
北
市
は
、
地
域
に
お
け
る
温

泉
や
自
然
、
資
源
の
有
効
活
用
、
産
業
振
興
お
よ
び
市

民
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
30

年
５
月
に
健
康
・
美
の
た
め
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
ポ
ー
ラ
で
は
、
社
内

人
材
育
成
機
関
で
あ
るPO

LA U
niversity

で
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ス
キ
ル
開
発
や
、
そ
の
た
め
の
自
己
啓
発
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
13
日
に
ポ
ー
ラ
か
ら
講
師
を
招
き
、
角
館
高
校

で
「
未
来
の
地
域
と
わ
た
し
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
・
家
庭
・
美

術
コ
ー
ス
の
２
年
生
51
人
が
、
８
年
後
の
地
域
・
８
年

後
の
わ
た
し
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
と
い
う
テ
ー

マ
で
ブ
ロ
ッ
ク
玩
具
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受

講
し
ま
し
た
。

　
２
０
３
０
年
の
仙
北
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
各
々
ブ
ロ
ッ

ク
玩
具
を
組
み
立

て
、
そ
れ
を
通
し
て
、

自
分
の
未
来
の
価

値
観
を
見
つ
め
直
す

個
人
ワ
ー
ク
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
高
校
生
か
ら
は

「
難
し
く
考
え
が
ち

だ
っ
た
進
路
や
そ
の

悩
み
を
ブ
ロ
ッ
ク
玩

具
ワ
ー
ク
で
楽
し
く

見
つ
め
直
す
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

ポ
ー
ラ
が
角
館
高
校
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

８
年
後
の
地
域
と
わ
た
し
を
考
え
る

自
分
の
未
来
を
見
つ
め
直
す
よ
い
機
会
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

校
女
子
バ
レ
ー
部
員
18
人
が
参

加
。
山
本
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ム
形

式
の
練
習
や
ス
パ
イ
ク
練
習
を

見
学
し
、
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ

を
選
手
に
伝
え
た
り
、
体
の
使

い
方
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
女
子
バ
レ
ー
部
の
田
口
依
吹

主
将
（
２
年
）
は
「
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
、
細
か
い
部
分
ま
で
一
つ

ひ
と
つ
全
員
に
指
導
が
あ
り
、

と
て
も
よ
い
機
会
だ
っ
た
。
自

分
が
セ
ッ
タ
ー
と
し
て
悩
ん
で

い
る
部
分
も
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
１
月

の
全
県
新
人
に
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
明
日
の
練
習

か
ら
意
識
し
て
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
市
内
に
Ｉ
Ｔ
企
業

な
ど
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
が
増
え
る

こ
と
に
よ
る
、
若
者

の
雇
用
の
場
・
創
業

機
会
な
ど
の
提
供
を

目
指
し
て
、
12
月
15

日
か
ら
17
日
に
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘

致
の
た
め
の
市
内
視

察
ツ
ア
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。
9
月
の
視

察
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
首
都
圏
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
４
社
の
８
人
が
12
月
の
視

察
ツ
ア
ー
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
２
泊
３
日
の
視
察
で
は
、
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来

館
見
学
や
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
も
行
い
ま
し
た
が
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
多
か
っ
た
夏
の
ツ
ア
ー
と
は

打
っ
て
変
わ
り
、
市
内
の
企
業
訪
問
を
中
心
に
実
施

し
ま
し
た
。
市
内
企
業
７
社
を
訪
問
し
て
、
経
営
者

の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
参
加

者
か
ら
は
、
市
内
で
の
人
材
採
用
や
市
外
へ
の
販
路

開
拓
な
ど
の
質
問
な
ど
が
活
発
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
最
終
日
に
は
参
加
者
か
ら
「
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
中
心
の
１
回
目
の
ツ
ア
ー
で
仙
北
市
が
好
き
に

な
り
、
３
か
月
後
の
２
回
目
の
ツ
ア
ー
は
企
業
訪
問

中
心
で
仙
北
市
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
真
剣
に
考
え
る
内

容
だ
っ
た
」
と
好
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ツ
ア
ー
終
了
後
も
引
き
続
き
参
加
企
業
を
丁

寧
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
で
、
市
内
へ
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

ＩＩ
Ｔ
企
業
な
ど
が
視
察

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
促
進
事
業

参
加
者
か
ら
質
問
な
ど
が
出
さ
れ
た
企

業
訪
問
の
様
子
。

　
10
月
６
日
、
秋
田
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ

ス
（
秋
田
市
）
で
行
わ
れ
た
「
第
40
回

秋
田
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
」
で
藤

原
シ
ゲ
子
さ
ん
が
秋
田
県
知
事
か
ら
団

体
育
成
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
藤
原
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
に
田
沢
湖

町
身
体
障
害
者
協
会
へ
入
会
、
現
在
は

仙
北
市
身
体
障
害
者
協
会
の
理
事
と
し

て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
自
ら
各
種
事
業

や
行
事
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
社
会
参
加
お
よ
び
交
流
促

進
に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
し
た
藤
原
シ
ゲ
子
さ
ん
。 藤原シゲ子さんが

受賞

令和４年度秋田県身体障害者
団体育成功労者表彰

 

第
44
回
少
年
の
主
張
全
国
大
会  

▼
努
力
賞
／
高
田
菜
花
さ
ん
（
３
年
）

「
ビ
デ
オ
審
査
だ
っ
た
が
、
自
分
の
よ

さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
意
識
し
て

撮
っ
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
大
会
で

自
分
の
主
張
を
し
て
み
た
い
」

 「
人
権
作
文
」
コ
ン
テ
ス
ト  

▼
協
議
会
長
賞
／
藤
川
実
桜
さ
ん（
３
年
）

「
作
文
の
テ
ー
マ
『
あ
た
り
前
』
と
は

何
か
を
自
分
な
り
に
考
え
答
え
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
が
協
議

会
長
賞
に
つ
な
が
り
嬉
し
い
」

 

毎
日
カ
ッ
プ 

 「
中
学
校
体
力
つ
く
り
」
コ
ン
テ
ス
ト  

▼
優
良
賞
／
神
代
中
学
校

保
健
体
育
委
員
長
・
清
水
陽
光
さ
ん

（
３
年
）

「
体
育
の
授
業
や
放
課
後
に
全
校
で
体

力
つ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。
今
後
も

個
々
で
能
力
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
い
い
と
思
う
」

 

第
57
回
秋
田
県
中
学
校
秋
季
柔
道
大
会  

▼
男
子
個
人
60
キ
ロ
級 

優
勝
／

田
口
悠
歩
さ
ん
（
２
年
）

「
今
ま
で
全
県
大
会
で
悔
し
い
思
い
を

し
て
き
た
の
で
、
い
つ
も
以
上
に
練

習
に
励
ん
だ
。
努
力
が
結
果
に
つ
な

が
っ
て
嬉
し
い
」

▼
男
子
個
人
90
キ
ロ
超
級 

優
勝
／

藤
村
世
海
さ
ん
（
２
年
）

「
夏
の
全
県
３
位
の
悔
し
さ
か
ら
自
分

の
苦
手
な
部
分
を
し
っ
か
り
と
練
習

し
て
き
た
。
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
い
」

▼
女
子
個
人
70
キ
ロ
級 

優
勝
／

佐
藤
亜
耶
希
さ
ん
（
１
年
）

「
夏
の
全
県
大
会
で
準
優
勝
だ
っ
た
の

で
、
絶
対
負
け
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
た
。
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
」

　
こ
の
度
、
神
代
中
学
校
の
生
徒
が
各
種
大
会
で
好
成
績
を
収
め
、
12
月
20
日
、
市

役
所
西
木
庁
舎
に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
成
績
と
感
想
を
左
記
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

神
代
中
学
校
が
各
種
大
会
で
好
成
績

前
列
右
か
ら
高
田
菜
花
さ
ん
、
佐
藤
亜
耶
希
さ
ん
、

藤
川
実
桜
さ
ん
。
後
列
右
か
ら
清
水
陽
光
さ
ん
、

田
口
悠
歩
さ
ん
、
藤
村
世
海
さ
ん
、
須
田
教
育
長
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

仙
北
市
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
の

申
請
期
限
は
１
月
31
日
ま
で

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課 

福
祉
政
策
係

（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
５
５

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負

担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低

所
得
世
帯（
令
和
4
年
度
の
市
民
税
均
等
割
が
非
課
税

の
世
帯
お
よ
び
家
計
急
変
世
帯
）に
対
し
、
電
力
・
ガ

ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
と
し
て

国
か
ら
1
世
帯
あ
た
り
5
万
円
の
支
給
に
、
仙
北
市

独
自
事
業
分
と
し
て
1
世
帯
あ
た
り
1
万
円
を
上
乗

せ
し
、
合
計
6
万
円
の
給
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
確
認
書
が
お
手
元
に
あ
り
、
申
請
さ
れ
て
い
な
い

方
は
忘
れ
ず
に
1
月
31
日
㈫
ま
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

す
で
に
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
対
し
て
確
認
書
を
送
付

し
て
お
り
、
返
送
い
た
だ
い
た
方
か
ら
順
次
振
込
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
世
帯
員
全
員
の
令
和
4
年
中
の
収
入
が
著
し
く

減
少
し
非
課
税
相
当
と
な
る
場
合
は
、
家
計
急
変

世
帯
と
し
て
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊

急
支
援
給
付
金
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
申
請
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す

の
で
、
社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
⑪
番
窓
口
）も

し
く
は
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.
city.sem

boku.akita.jp/new
s_topics/

w
hatsnew

.php?id=3453

）か
ら
申
請
書
類
を

取
得
し
、
1
月
31
日
㈫
ま
で
に
社
会
福
祉
課（
角
館

庁
舎
⑪
番
窓
口
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

非
課
税
世
帯
分
で
該
当
し
て
い
る
世
帯
や
課
税
者
の
被

扶
養
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

　
所
得
税
や
個
人
市
・
県
民
税

の
申
告
に
お
け
る
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
国
民
健
康
保

険
税
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
計
上
す
る
際
は
、

次
の
と
お
り
年
間
納
付
額
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に

よ
る
納
付（
普
通
徴
収
）

　

納
付
し
た
際
の
領
収
書
、

ま
た
は
仙
北
市
よ
り
送
付
さ

れ
る「
納
付
額
証
明
書
」を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
令

和
4
年
分
の
納
付
額
証
明
書

の
発
送
は
、
１
月
下
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る

納
付（
特
別
徴
収
）

　

各
年
金
保
険
者
よ
り
発
行

さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
の
摘
要

欄
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な

お
、遺
族
年
金
・
障
害
年
金（
非

課
税
年
金
に
つ
き
源
泉
徴
収

票
の
発
行
な
し
）か
ら
天
引
き

納
付
さ
れ
て
い
る
方
で
納
付

額
証
明
書
が
必
要
に
な
る
場

合
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の納付

額
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】税
務
課 

市
民
税
係（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
７

▼ 納付額証明書【見本】

見本

納付書または口座振替により納付
された金額のみの記載です。

見本

▼ 年金の源泉徴収票【見本】

年金天引き分の金額については、源泉
徴収票の摘要欄をご確認ください。

　
障
が
い
者
に
準
ず
る
ま
た
は
寝
た

き
り
と
認
め
ら
れ
る
方
は
、
確
定
申

告
な
ど
の
際
に「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
所

得
税
法
や
地
方
税
法
の
障
害
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

が
必
要
な
場
合
は
次
の
場
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
障
害
者
控

除
の
適
用
を
受
け
る
年
の
12
月
31
日

現
在
の
状
況
に
よ
り
発
行
す
る
も
の

で
す
。

● 

対
象
者
／
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方

▼ 

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
者
の
う
ち

一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
方

▼ 

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方

▼ 

控
除
を
受
け
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親

族
が
所
得
税
や
市
・
県
民
税
課
税
の

方
● 

認
定
書
申
請
窓
口
／
長
寿
支
援
課
ま

た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所

障
が
い
者
に
準
ず
る
・
寝
た
き
り
と
認
め
ら
れ
る
方
は

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
１

　
傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
６
か
月
以

上
寝
た
き
り
で
医
師
の
治
療
を
受
け

て
い
る
場
合
に
、
お
む
つ
を
使
う
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
の
お

む
つ
代
は
、
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

● 

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

の
が
初
め
て
の
場
合
／
市
役
所
窓
口

備
え
付
け
の「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

用
紙
に
か
か
り
つ
け
医
師
か
ら
証
明

を
も
ら
い
、
お
む
つ
代
を
医
療
費
控

除
の
明
細
書
に
記
入
し
、
証
明
書
を

添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
の
が
２
年
目
以
降
の
場
合
／
介

護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、
大
曲
仙
北
広
域
市

町
村
圏
組
合
管
理
者
が
発
行
す
る

証
明
書
を「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

必
要
な
場
合
は
次
の
場
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

証
明
書
申
請
窓
口
／
長
寿
支
援
課
ま

た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所

寝
た
き
り
の
方
の
お
む
つ
代
が

医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
１

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
→

① 農業経営基盤強化
促進法に基づく農
地の権利移動　　

（ 利用権設定・農
地の売買など ）

② 農地中間管理事業
に関する申請

農地法第 4 条・5 条
に規定する農地の権
利移動　　　　　　 

（ 農地の転用など ）

農地法第 3 条に規定
する農地の権利移動

（ 貸借 ･ 贈与 ･ 売買
など ）

農用地利用調整会議 農業委員会総会

受付締切日 受付締切日 受付締切日 開催予定日 開催予定日
  2月13日㈪   2月17日㈮   2月20日㈪   2月24日㈮   3月  6日㈪
  3月15日㈬   3月17日㈮   3月22日㈬   3月24日㈮   4月10日㈪
  4月13日㈭   4月18日㈫   4月21日㈮   4月25日㈫   5月10日㈬
  5月12日㈮   5月18日㈭   5月23日㈫   5月25日㈭   6月  9日㈮
  6月13日㈫   6月16日㈮   6月23日㈮   6月23日㈮   7月10日㈪

  7月18日㈫   7月21日㈮   8月10日㈭
  8月18日㈮   8月23日㈬   9月  8日㈮

  9月13日㈬   9月15日㈮   9月22日㈮   9月25日㈪ 10月11日㈬
10月13日㈮ 10月18日㈬ 10月23日㈪ 10月25日㈬ 11月10日㈮
11月13日㈪ 11月17日㈮ 11月22日㈬ 11月24日㈮ 12月  8日㈮
12月13日㈬ 12月18日㈪ 12月22日㈮ 12月22日㈮ 令和6年1月10日㈬

令和6年1月12日㈮ 令和6年1月18日㈭ 令和6年1月23日㈫ 令和6年1月25日㈭ 令和6年2月9日㈮
令和6年2月13日㈫ 令和6年2月16日㈮ 令和6年2月20日㈫ 令和6年2月22日㈭ 令和6年3月8日㈮
令和6年3月13日㈬ 令和6年3月18日㈪ 令和6年3月22日㈮ 令和6年3月25日㈪ 令和6年4月上旬

農業委員会総会と農用地利用調整会議の開催予定日のお知らせ
【問合せ】農業委員会事務局（角館庁舎） ☎（43）2209

　農業者の皆さまが所有する農地の転用および権利移動を行う場合は、農業委員会の許可が必要です。
各種申請に対する締切日は原則下表のとおりです。
　①と②については、農用地利用調整会議を経て、総会に議案として上程されます。
　総会などの開催日を変更する場合がありますが、受付締切日の変更はありません。申請書類などに
ついては、農業委員会事務局にお問い合わせください。
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information市 役所からのお知らせ ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

募集担当課 募集職種 就業の場所 問合せ

総務課 【障がい者専用求人】
事務補助

市役所各庁舎・出
先機関のいずれか

☎43-
1111

企画政策課
事務補助 企画政策課

（田沢湖庁舎）
☎43-

1241

事務補助 思い出の潟分校 ☎43-
1112

管財課 バス運転手 管財課
（田沢湖庁舎）

☎43-
1114

税務課 事務補助 税務課
（田沢湖庁舎）

☎43-
1117

総合防災課 事務補助 総合防災課
（田沢湖庁舎）

☎43-
1115

田沢湖
市民センター 事務補助 田沢湖市民セン

ター（田沢湖庁舎）
☎43-

1147
角館
市民センター 事務補助 角館市民センター

（角館庁舎）
☎43-

3309
市民生活課
国民健康保険係

事務補助
（レセプト点検員）

市民生活課
（角館庁舎）

☎43-
3316

市民生活課
環境保全係

事務補助 市民生活課
（角館庁舎） ☎43-

3308
不法投棄監視員 市の指定する山道

・林道など

神代診療所 事務補助 神代診療所 ☎44-
2118

社会福祉課 就労支援員 社会福祉課
（角館庁舎）

☎43-
2284

子育て推進課

事務補助

子育て推進課
（角館庁舎）

☎43-
2280

特別支援相談員
教育・保育アドバ
イザー
母子父子自立支援員
家庭相談員
放課後児童支援員 市内７放課後

児童クラブ放課後児童支援員
補助
保育士

市内３保育所
保育補助

長寿支援課 事務補助（生きが
い通所支援員）

多世代交流施設
「山鳩館」

☎43-
2281

募集担当課 募集職種 就業の場所 問合せ
包括支援セン
ター 事務補助 包括支援センター

（角館庁舎）
☎43-

2283

介護老人保健
施設にしき園

介護員
介護老人保健施設
にしき園

☎47-
3211看護職員

作業員

保健課

事務補助
保健課

（角館庁舎）

☎43-
2252

利用者支援相談員
（看護師）
看護師・准看護師

西明寺診療所医療事務

運転員

歯科衛生士補助 田沢湖歯科診療所

観光課
作業員 市内観光施設 ☎43-

3352駐車場管理人 市営桜並木駐車場

文化財保護室

文化財保護管理
作業員

伝統的建造物群
保存地区内ほか

☎43-
3384

旧石黒（恵）家
管理人 旧石黒（恵）家

公開武家屋敷等
管理人

岩橋家・小田野家
・伝建群管理事務
所・旧岡田家

河原田家事務補助 武家屋敷河原田家

農業振興課
施設窓口業務 就業改善センター

☎43-
2206堆肥センター

作業員 堆肥センター

農林整備課 事務補助 農林整備課
（角館庁舎）

☎43-
2207

角館樺細工伝
承館

施設窓口業務
角館樺細工伝承館 ☎54-

1700清掃員

建設課
事務補助

建設課
（角館庁舎）

☎43-
2294建設機械運転員兼

建設作業員

教育総務課 【障がい者専用求人】
事務補助

教育総務課
（西木庁舎）

☎43-
3381

学校教育課 スクールバス運転
員

角館・西明寺・
桧木内地区

☎43-
3382

募集担当課 募集職種 就業の場所 問合せ

学校教育課

校務員補助
市内小中学校

☎43-
3382

特別支援教育支援員
情報学習支援員
複式学級指導支援員 市内小学校
部活動支援員 市内中学校
総合学習アドバイ
ザー

北浦教育文化研究
所（西木庁舎）外国語指導助手

キャリア教育推進
アドバイザー

田沢湖公民館 事務補助 田沢湖公民館 ☎43-
1061

角館公民館
事務補助 角館公民館（小野

崎家） ☎54-
1110

清掃業務 角館東地区公民館

田沢湖図書館 事務補助・司書 田沢湖図書館 ☎43-
1307

学習資料館・
イベント交流
館

事務補助（学校図
書館支援員） 学習資料館・イベ

ント交流館
☎43-

3333
司書

平福記念美術
館

事務補助
平福記念美術館 ☎54-

3888清掃員

市立角館総合
病院 総務管
理課

薬剤師

市立角館総合病院 ☎54-
2111

薬剤科 助手
放射線科事務
臨床検査技師
歯科衛生士
准看護師（病棟）
看護補助
総務管理課事務
運転手兼事務補助
保育士
ボイラー技士
医師事務作業補助
医事事務
事務（情報システ
ム担当）
病歴管理事務
医療連携事務

市立田沢湖病
院 総務管理
課

准看護師・看護師

市立田沢湖病院 ☎43-
1131

看護助手
事務補助

（総務管理課）
事務補助（薬局）

令和５年４月１日など採用の会計年度任用職員を募集します
【問合せ】　各募集担当課へお問い合わせください　

　令和5年４月１日など採用の会計年度任用職員を募集します。ご興味のある方は、市ホームページで
求人情報の詳細を公開していますのでご確認ください。なお、お問い合わせについては各募集担当課へ
ご連絡ください。
●募集期間／ 1月16日㈪～ 2月15日㈬
※令和５年度の予算が未確定な状況での募集のため、予算の成立状況によっては採用を取りやめる場合があります。

令
和
5
年
度
中
に
浄
化
槽
設
置
を予定

し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

【
問
合
せ
】上
下
水
道
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
９
６

　
仙
北
市
で
は
、
生
活
雑
排
水
対
策
と
し

て
コ
ン
パ
ク
ト
で
設
置
が
容
易
な
合
併
処

理
浄
化
槽（
個
人
設
置
型
）の
設
置
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水
な
ど
の
予
定

が
な
い
区
域
で
合
併
処
理
浄
化
槽（
生
活

雑
排
水
と
し
尿
を
処
理
）を
設
置
す
る
方

に
、
予
算
の
範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補

助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　

設
置
後
の
維
持
管
理
は
自
己
負
担
で

行
い
、
分
担
金
と
毎
月
の
使
用
料
は
発
生

し
ま
せ
ん
。

　
設
置
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
お
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
上
下
水

道
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
の
浄
化
槽
事
業
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
算
執
行
の
状
況
に
よ

り
、
年
度
途
中
で
事
業
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

市
町
村
型
浄
化
槽
を
設
置
し
た
皆
さ
ん
へ

【
問
合
せ
】上
下
水
道
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
９
６

　
仙
北
市
が
設
置
し
た
合
併
浄
化
槽
を
使

用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
使
用
料
金
を
使
用

人
数
に
よ
り
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
使
用
人
数
に
変
更
が
生
じ
た
場
合（
出

生
・
死
亡
・
婚
姻
・
転
出
・
転
入
な
ど
）、

届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
寄

り
の
市
役
所
各
庁
舎
・
出
張
所
で
、
速
や

か
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
進
学
・
出
稼
ぎ
・
入
院
な
ど
で

長
期
に
わ
た
り
不
在
と
な
る
場
合
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

申
請
書
な
ど
の
様
式
は
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.city.sem

boku.akita.jp/citizens/
dl_service/gyom

u.htm
l

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
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水
道
事
業
の
現
状

下
水
道
事
業
の
現
状

水道事業の役割 下水道事業の役割

◆意見募集を実施しています！◆
　ご意見・ご質問などがありましたら、
電話またはメールでお寄せください。

角館浄水場（昭和 51 年建設）➡

西明寺低区第 2 浄水場（平成 26 年建設）➡

雲

海

蒸 発

雨 ・ 雪

川

下水処理場

下水道管

浄水場

水道管

家 庭

仙北市上下水道事業について仙北市上下水道事業について
　令和 4 年 12 月 16 日号の広報でお伝えしているとおり、市の上下水道事業は、料金の増額改定
が避けられない状況です。これから３回にわたり、上下水道事業の役割としくみを説明し、直面す
る課題と料金改定の背景をお伝えしていきます。

　
水
道
事
業
は
、
平
成

　
水
道
事
業
は
、
平
成
2929
年年
33
月
に
上
水

月
に
上
水

道道
22
事
業
、
簡
易
水
道

事
業
、
簡
易
水
道
1313
事
業
を
廃
止
し
、

事
業
を
廃
止
し
、

新
た
に
仙
北
市
水
道
事
業
と
し
て
【
統
合

新
た
に
仙
北
市
水
道
事
業
と
し
て
【
統
合

創
設
】
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
水
道
は
、

創
設
】
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
水
道
は
、

角
館
地
区
が
昭
和

角
館
地
区
が
昭
和
3030
年
代
、
田
沢
湖
地
区

年
代
、
田
沢
湖
地
区

と
西
木
地
区
は
昭
和

と
西
木
地
区
は
昭
和
4040
年
代
に
始
ま
り
、

年
代
に
始
ま
り
、

昭
和
昭
和
4040
、、
5050
年
代
に
建
設
さ
れ
た
施
設
が

年
代
に
建
設
さ
れ
た
施
設
が

多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
施
設
・
管
路
の
多
く
が
老

　
そ
の
た
め
、
施
設
・
管
路
の
多
く
が
老

朽
化
や
更
新
時
期
を
迎
え
、
補
修
費
や
更

朽
化
や
更
新
時
期
を
迎
え
、
補
修
費
や
更

新
費
用
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
大
幅
な
経

新
費
用
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
大
幅
な
経

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
、
節
水
機
器
の
普
及

　
ま
た
、
人
口
減
少
、
節
水
機
器
の
普
及

な
ど
に
よ
り
水
道
使
用
量
、
料
金
収
入
が

な
ど
に
よ
り
水
道
使
用
量
、
料
金
収
入
が

減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成

減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
3030
年
度
か
ら
令

年
度
か
ら
令

和和
33
年
度
ま
で

年
度
ま
で
44
期
連
続
の
赤
字
決
算
と

期
連
続
の
赤
字
決
算
と

な
り
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま

な
り
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
す
。

浄
水
場
一
覧

田沢湖地区 生保内 (S53 年 )
角館地区 角館 (S51 年 )、白岩 (S52 年 )、西長野 (H7 年 )

西木地区
西明寺高区 (H15 年 )、西明寺低区 (H9 年 )
西明寺低区第 2(H26 年 )、黒沢 (H3 年 )
西根 (H15 年 )、小波内 (H6 年 )

配
水
池
一
覧

田沢湖地区 17 か所 (S38 年～ H14 年 )

角館地区 6 か所 (S50 年～ H29 年 )

西木地区 11 か所 (S48 年～ R2 年 )

　
下
水
道
事
業
は
、公
共
下
水
道（
公

　
下
水
道
事
業
は
、公
共
下
水
道（
公

共
下
水
道
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下

共
下
水
道
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
）、
集
落
排
水
事
業
（
農
業
集

水
道
）、
集
落
排
水
事
業
（
農
業
集

落
排
水
、
林
業
集
落
排
水
）、
合
併

落
排
水
、
林
業
集
落
排
水
）、
合
併

処
理
浄
化
槽（
特
定
地
域
生
活
排
水
、

処
理
浄
化
槽（
特
定
地
域
生
活
排
水
、

個
別
排
水
）
の

個
別
排
水
）
の
33
事
業
か
ら
な
っ
て

事
業
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
田
沢
湖
地
区
は
昭
和

い
ま
す
。
田
沢
湖
地
区
は
昭
和
6161
年年

度
か
ら
、
角
館
地
区
は
平
成

度
か
ら
、
角
館
地
区
は
平
成
66
年
度
年
度

か
ら
公
共
下
水
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

か
ら
公
共
下
水
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
集
落
排
水
は
昭
和

す
。
集
落
排
水
は
昭
和
6363
年
度
に
西

年
度
に
西

木
地
区
で
実
施
さ
れ
て
か
ら
、
９
か

木
地
区
で
実
施
さ
れ
て
か
ら
、
９
か

所
の
処
理
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

所
の
処
理
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ

す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
公
共
下
水
道
や
集
落
排
水

い
て
は
、
公
共
下
水
道
や
集
落
排
水

地
域
以
外
の
地
区
の
生
活
排
水
対
策

地
域
以
外
の
地
区
の
生
活
排
水
対
策

と
し
て
、
平
成

と
し
て
、
平
成
1010
年
度
よ
り
事
業
が

年
度
よ
り
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和

　
令
和
22
年
度
よ
り
、
公
営
企
業
会

年
度
よ
り
、
公
営
企
業
会

計
へ
移
行
し
、
こ
の

計
へ
移
行
し
、
こ
の
33
事
業
を
一
つ

事
業
を
一
つ

の
会
計
と
し
て
経
営
し
て
い
ま
す
。

の
会
計
と
し
て
経
営
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
経
営
に
あ
た
っ
て

下
水
道
事
業
の
経
営
に
あ
た
っ
て

は
、
一
般
会
計
よ
り
経
費
負
担
原
則

は
、
一
般
会
計
よ
り
経
費
負
担
原
則

分
の
ほ
か
に
も
上
乗
せ
で
繰
入
金
を

分
の
ほ
か
に
も
上
乗
せ
で
繰
入
金
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
移
行
初
年
度
か

受
け
て
い
ま
す
が
、
移
行
初
年
度
か

ら
赤
字
決
算
と
な
り
、
令
和

ら
赤
字
決
算
と
な
り
、
令
和
33
年
度
年
度

に
お
い
て
も
赤
字
決
算
と
厳
し
い
経

に
お
い
て
も
赤
字
決
算
と
厳
し
い
経

営
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

営
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

処
理
施
設
一
覧

田沢湖浄化センター
前郷地区排水処理施設
田沢クリーンセンター
西明寺クリーンセンター
西明寺西部クリーンセンター
西明寺南部クリーンセンター
桧木内クリーンセンター
戸沢クリーンセンター
相内潟排水処理施設
中里排水処理施設

マンホールポンプ設置か所数

田沢湖公共下水道　　14 か所

角館公共下水道　　　13 か所

田沢農業集落排水　　14 か所農業集落排水　　14 か所

前郷農業集落排水　　  5 か所農業集落排水　　  5 か所

西木農業集落排水　　44 か所農業集落排水　　44 か所

西木林業集落排水　　  8 か所林業集落排水　　  8 か所

●  公共用水域の水質保全 … 汚水を処理場でき
れいにし、河川や海へ放流することで、美しい自
然の風景と河川や海の水質を保全する

●  公衆衛生の向上 … 悪臭・害虫発生・伝染病
などを予防し、清潔で快適な生活環境を確保する

● 安全 …  水道法により定められた水質基準を満
たした安全な水の供給

● 安心 … 安心して使用できる衛生的な水の供給
● 安定 …  いつでも必要な生活用水を不自由なく

使えるよう、安定した供給

　太陽のエネルギーによって海水や地表面の水が蒸発し、上空で雲になり、やがて雨や雪として降っ
てきます。降った雨や雪がしだいに集まって川となり、それが海に至るというように、水は絶えず
循環しています。
　上下水道事業では、安全で安心な水道水を安定的に供給し、家庭や事業所で使った汚れた水をき
れいにして川に戻すなど、公共水域の水質保全を図ることで、快適で衛生的な生活環境の確保に取
り組んでいます。

 水 の 循 環 

仙北市上下水道課（角館庁舎）　☎ 43-2296問合せ

メール   gyomu@city.semboku.akita.jp（水道） 
gesui@city.semboku.akita.jp（下水道）
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家庭で使用され汚れた水は、下水処理場できれ
いに処理されてから川や海に放流されます。

川の水や地下水、湧水を消毒して、
きれいな飲み水にします。



　
令
和
5
年
１
月
１
日
現
在
、
仙
北
市
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
仙
北
市
に
前
年
中（
令
和

4
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）の
収

入
状
況
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
書
用
紙
は
１
月
下
旬
か
ら
税
務
課
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所
の
窓
口
に
備
え

付
け
ま
す
の
で
、
３
月
15
日
㈬
ま
で
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
２
月
3
日
㈮
か
ら
３
月
15
日
㈬
ま

で
12
・
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
日
程
表
の
と
お

り
申
告
相
談
日
を
設
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い（
こ
の
期
間
中
は
、
税
務
課
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所
の
窓
口
で
は
受

付
を
行
わ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　
給
与
や
年
金
※
の
ほ
か
に
、
農
業
や
事
業

を
営
ん
で
い
る
方
や
、
家
賃
・
地
代
・
小
作

❶ 

税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方

❷  

１
か
所
か
ら
の
給
与
収
入
の
み
の
方
で
、

そ
の
ほ
か
に
収
入
が
な
く
、
勤
務
先
で
年

末
調
整
を
済
ま
せ
た
方

※ 

た
だ
し
、年
末
調
整（
社
会
保
険
料
等
控
除
、

配
偶
者
・
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
、

生
命
保
険
・
地
震
保
険
料
控
除
、
２
年
目

以
降
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）で
調

整
手
続
き
が
完
了
し
た
控
除
以
外
の
控
除

ま
た
は
、
控
除
の
修
正
・
追
加
な
ど
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申
告
し
て
く

だ
さ
い（
e
‐
Ｔ
ａ
ｘ
が
お
す
す
め
で
す
）。

❸  

公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
令
和
4
年

中
の
収
入
が
１
４
８
万
円
以
下
の
方

❹  

公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
令
和
4
年

中
の
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
年
金

保
険
者
へ
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
済

み
で
あ
っ
て
、
配
偶
者
控
除
ま
た
は
扶
養

控
除
以
外
の
申
告
す
る
控
除
が
な
い
方
。

※ 

た
だ
し
、
各
種
控
除
の
適
用
な
ど
を
受
け

よ
う
と
す
る
方
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税

市
県
民
税
な
ど
の

な
ど
の
申
告
申
告
はは
３
月
３
月
1515
日
水
日
水
ま
で
で
す

ま
で
で
す

　
申
告
内
容
を
電
子
で
送
信
で
き
る
た

め
、
記
名
押
印
や
添
付
書
類
の
税
務
署

へ
の
提
出
省
略（
提
出
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
）、
作
業
時
間
短
縮
、
所
得

税
還
付
金
の
早
期
還
付
な
ど
、
一
連
の

手
続
き
を
格
段
に
早
く
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

❶  

申
告
す
る
方
全
員
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の

▼  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
付
き
住
民
票
の
い
ず
れ
か

❷  

申
告
す
る
方
全
員
の
本
人
確
認
・
身
元
確

認
が
で
き
る
も
の

▼   

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
障
害
者
手
帳
な
ど

❸ 

収
入
額
な
ど
を
証
明
す
る
も
の

▼   

給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者
は
、
源
泉
徴

収
票
な
ど
の
収
入
が
明
ら
か
と
な
る
も
の

▼   

農
業
所
得
を
含
む
事
業
所
得
者
は
、
収
支

内
訳
書
お
よ
び
領
収
書
や
帳
簿
類

▼   

そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
収
入
額
を
証

明
す
る
も
の
と
必
要
経
費
が
わ
か
る
も
の

 

❹  

各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
際
の
証
明
と

な
る
も
の

（
例 

）
▼ 

健
康
保
険
料
、健
康
保
険
税
、国
民
年

金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
領
収
書
な
ど

▼ 

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
控

除
証
明
書　
▼ 

障
害
者
手
帳
、
学
生
証
な

ど
の
証
明
書　
▼ 

福
祉
事
務
所
で
発
行
す

る
認
定
書
（
寝
た
き
り
な
ど
に
よ
る
介
護

を
要
す
る
方
）　
▼ 

医
師
な
ど
が
発
行
す

る
証
明
書
（
お
む
つ
な
ど
を
使
う
必
要
が

あ
る
方
）　
▼ 

寄
付
金
の
受
領
証
な
ど

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

▼  

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」
の
提
出
が
必
ず
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
医
療
費
領
収
書
１
枚
」

ご
と
で
は
な
く
、「
医
療
を
受
け
た
方
」、「
病

院
（
薬
局
）」
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
分

ま
と
め
て
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
に
記

入
し
て
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼  

今
回
の
広
報
に
１
部
折
込
ん
で
あ
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
記
入
欄
に
不
足

が
生
じ
る
場
合
は
コ
ピ
ー
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼  

従
来
の
医
療
費
領
収
書
の
提
示
で
控
除
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼  

加
入
し
て
い
る
保
険
者
か
ら
交
付
と
な
っ

た
医
療
費
通
知
書
を
確
認
し
て
記
載
と

な
っ
て
い
な
い
医
療
費
が
あ
る
場
合
は
、

領
収
書
を
確
認
の
う
え
、
医
療
費
控
除
の

明
細
書
へ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

❺  

e
‐
Ｔ
ａ
ｘ
「
利
用
者
識
別
番
号
」
が
わ

か
る
も
の
（
取
得
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）

❻  

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
確
定
申
告
書

用
紙
」
ま
た
は
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

は
が
き

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

▼  「
源
泉
徴
収
票
」
原
本
の
提
示
に
よ
る
確
認

お
よ
び
「
各
種
領
収
書
な
ど
」
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

の
場
合
は
添
付
不
要
で
す
が
、
確
認
の
た

め
原
本
の
提
示
は
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

な
い
場
合
は
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
必
ず
事
業
所
な
ど
か
ら
交
付
を
受
け
て

か
ら
申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼   

所
得
税
の
還
付
金
は
口
座
振
込
に
な
り
ま

す
の
で
、
還
付
先
と
し
て
指
定
す
る
金
融

機
関
の
口
座
が
わ
か
る
も
の
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問 

仙
北
市
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
43ｰ

１
１
１
７

れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
忘
れ
な
く
！

忘
　
申
告
相
談
は
本
人
の
自
己
申
告
を
元
に
申

告
書
の
作
成
、
相
談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。

必
要
な
資
料
な
ど
を
お
持
ち
い
た
だ
け
な
い

場
合
に
は
、
申
告
書
を
作
成
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
資
料
を
ご
準
備
く
だ
さ
い

　
農
業
・
営
業
・
不
動
産
収
入
が
あ
る
方
は
、

「
収
支
内
訳
書
」を
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
か

ら
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
作
成
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
申
告
相
談
を
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
。

申
告
が
必
要
な
方

収
入
が
ま
っ
た
く
な
い
方
も

申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す

　
申
告
し
な
い
と
、
公
営
住
宅
入
居
・
児
童

手
当
・
保
育
園
入
園
・
公
的
年
金
・
事
業
資
金

の
融
資
な
ど
の
申
請
に
必
要
な
住
民
税
の
課

税
・
非
課
税
証
明
書
の
交
付
や
、
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
制
度
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
非
課
税
年
金（
障

害
年
金
、
遺
族
年
金
な

ど
）受
給
者
に
つ
い
て

も
申
告
が
必
要
で
す
。

　
各
庁
舎
・
各
出
張
所
の
窓
口
に
1
月
下
旬

か
ら
備
え
付
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
町
村
民
税
・
県
民
税(
国
民
健
康
保
険
税)

申
告
書
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
に
つ
い
て

は
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.city.
sem

boku.akita.jp/
citizens/dl_service/
ze

im
u

_m
in

ze
i.

htm
l

）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

申
告
書
な
ど
の
用
紙
に
つ
い
て

料
・
受
取
保
険
金
・
譲
渡
所
得（
土
地
、
家
屋

を
売
っ
た
）な
ど
の
収
入
が
あ
る
方
は
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
公
的
年
金
等
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
公
的
年
金
な
ど

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下

（
0
円
除
く
）で
あ
る
場
合
に
は
、
税
務
署
へ

の
確
定
申
告
は
不
要
で
す
が
、
市
県
民
税
の

申
告
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は

原
則
市
県
民
税
の
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん

農
業
や
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
へ

　
農
業
や
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
で
青
色
申

告
を
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
申
告
相

談
で
の
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

直
接
税
務
署
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

　
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
、
確

定
申
告
書
や
決
算
書
・
収
支
内
訳
書
を

作
成
で
き
ま
す
。

① 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式･･･
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ほ
か
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
利
用
す
る
方
法

② 

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式･･･

税
務

署
で
発
行
さ
れ
た
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
方
式
の
届
出
完
了
通
知
を
利
用
す

る
方
法 簡

単
に
作
成
！

01ポ

イ ント 　

国
税
庁
と
仙
北
市
で
は
、
申
告
相
談

の
手
続
き
を
効
率
的
に
行
え
る
よ
う

「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）」の
利
用

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
申
告
す
る
方
の
利
便
性
向
上
、
さ
ら

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

電
子
で
送
信
！

02ポ

イ ント

申告相談窓口

申
告
相
談
に
持
参
す
る
も
の

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.
e-tax.nta.go.jp/

）を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
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6

13

7 8 115

12

109

対象地区

受付日時

相談会場

角館町内全域
角館交流センター

角館町内全域
角館交流センター

実施しません

  8:45 から

15:30 まで

  8:45 から

15:30 まで

  8:45 から

15:30 まで

  8:45 から

15:30 まで

  8:45 から

15:30 まで

日 月 火 水 木 金 土

90 人

75 人

100 人

  95 人

95 人

85 人

110 人

110 人

110 人

90 人

午前制限人数
午後制限人数

対象地区

受付日時

相談会場

午前制限人数
午後制限人数

対象地区

受付日時

相談会場

午前制限人数
午後制限人数

4
実施しません

3
  8:45 から

15:30 まで

2
  8:45 から

15:30 まで

1
  8:45 から

15:30 まで

75 人

65 人

65 人

55 人

95 人

85 人

西明寺・白岩地区全域
角館交流センター

  8:45 から

15:30 まで

125 人

105 人

番号札を配布します番号札を配布します
❶  会場の「密閉」、「密集」、「密接」を防ぎ、申告する方を分散化し、

ほかの人との距離を確保するため、１日あたりの申告相談受付人数
に制限を設けます。なお、制限人数に達した場合は、後日再来場を
お願いします。

❷  来場される方は、原則マスクを着用し、非接触型体温計での検温、
手指アルコール消毒をお願いします。

※ 発熱症状がある方は入場をお断りします。また、
感染予防が困難な状況となった場合、会場を閉
鎖することがあります。

❸  待合室の待合人数を最少人数とするため、車で来場した方について
は車での待機をお願いすることがあります。順番が来たときには携
帯電話にご連絡させていただくため、受付の際に携帯電話番号をお
聞きしますので事前に自身の携帯電話番号を控えておいていただく
ようお願いします。

22

6

13

19

7

14

20

8

15

21

11

18

24

5

12

25

10

17

23

9

16

43
対象地区

受付日時

相談会場

生保内地区全域
田沢湖総合開発センター

神代地区全域
就業改善センター

実施しません

実施しません

実施しません 実施しません

実施しません

  9:00 から

14:30 まで

田沢地区全域
田沢交流センター

  8:45 から

15:30 まで

  8:45 から

15:30 まで

  8:45 から

15:30 まで

  8:45 から

15:30 まで

  8:45 から

11:45 まで

  8:45 から

15:30 まで

  8:45 から

15:30 まで

  8:45 から

15:30 まで

  8:45 から

11:45 まで

  9:00 から

14:30 まで

  9:00 から

15:30 まで

  9:00 から

11:45 まで

  8:45 から

15:30 まで

  8:45 から

15:30 まで

上桧木内地区全域

紙風船館

70 人

50 人

日 月 火 水 木 金 土

100 人

  90 人

105 人

  95 人

85 人

80 人

85 人

80 人

50 人

－

85 人

80 人

85 人

75 人

85 人

70 人

60 人

－
60 人

40 人

桧木内地区全域
桧木内地区公民館

75 人

65 人

70 人

－
100 人

  80 人

午前制限人数
午後制限人数

対象地区

受付日時

相談会場

午前制限人数
午後制限人数

対象地区

受付日時

相談会場

午前制限人数
午後制限人数

対象地区

受付日時

相談会場

午前制限人数
午後制限人数

26 27
西明寺地区全域
西木総合開発センター

  8:45 から

11:45 まで

80 人

－

対象地区

受付日時

相談会場

午前制限人数
午後制限人数

実施しません

実施しません 実施しません

実施しません

21

14
  8:45 から

15:30 まで

90 人

80 人

雲沢地区全域
角館交流センター

実施しません
雲沢地区全域

角館交流センター

2月3月

 令和 5 年市県民税　申告相談  日程表 ▶ 2 月 3 日金～ 3 月 15 日水
  お願い  今年も、新型コロナウイルス感染症の予防対策として、１日の申告相談受付人数に制限を設け、    対象地区ごとに日数・人数を調整していますので、できるだけお住まいの地区相談会場で申告をお願いします。

今年も新型コロナウイルス感染症対策を行います

15 16 17 18

8 時 15 分から番号札を
配布します。「午前の部」の
番号札がなくなり次第、「午
後の部」の番号札を配布し
ます。
※ 先着順で配布するこ

とをご了承願います。
※  12 時 か ら 13 時 ま

では申告相談を実施
しません。

西明寺地区全域
西木総合開発センター

100 人

  85 人

西明寺地区全域
西木総合開発センター

28
  8:45 から

15:30 まで

西明寺・中川地区全域

角館交流センター

90 人

70 人

実施しません

  8:45 から

15:30 まで

80 人

60 人

制限人数を超えた場合制限人数を超えた場合
仙北市の公式 LINE【税情報】でお知らせし
ますので、登録をお願いします。

友だち追加は左記の二次元コード
または ID検索「@city.semboku」から
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シリーズ～第2期けんこう仙北21計画　重点分野　休養・こころ～

ストレス解消ストレス解消

　ストレスを放置すると、抑うつ症状、意欲低下、
イライラ、緊張、不安などが表れ、高血圧、胃・
十二指腸潰瘍、糖尿病、首・肩こり、動悸、息切れ、
下痢・便秘、食欲不振、不眠、肥満などの原因に
なります。また、作業効率の低下や事故、アルコー
ル依存、過食、拒食などのきっかけになり、うつ
病、パニック障害、強迫性障害、統合失調症、薬
物乱用、摂食障害などの発症につながります。近
年、子どもや若者に増加していることが報告され
ています。

問合せ／仙北市保健課　☎ 43-2252

　秋田県は、男性に自殺が多く、女性にストレスが高い傾向があります。仙北市は、県
に比較して自殺死亡率が高く、予断を許さない状況が続いています。一人ひとりが元気
で健やかな生活を営むために、身体の健康だけでなくこころの健康が重要です。ストレ
スを放置せず、早めに身近な人や地域で活動しているボランティアの方、または関係機
関に相談するなど、ひとりで抱え込まないようストレスの解消を図りましょう。

秋田県は、自殺率＆高ストレスが全国最上位！

けにもいきません。そこで、厚生労働省がストレ
スとうまく付き合う方法を提案していますのでご
紹介します。ご参照ください。

1 リラクセーション法：呼吸法（腹式呼吸）やヨガ
2 ストレッチ：筋肉をゆっくり伸ばす（腰のストレッチ）
3 適度な運動：手軽にできて楽しむ（好きな）運動
4 快適な睡眠：15分程度の昼寝は仕事の効率アップ
5 �笑う：自律神経のバランスや免疫力を正常化させる効

果がある
6 �親しい人たちと交流：不安やイライラした気持ちが整

理され、解決策が見えたりする
7 �仕事から離れた趣味をもつ：仕事から解放され、自分

の好きなことができる時間を持つ
8 �ストレス解消の誤解：飲酒は、量と頻度によって逆効

果。喫煙も健康を害するため除外
9 �相談することの有用性：相談窓口はたくさんあり、専

門相談機関・相談窓口は下記へ
※�専門相談機関・相談窓口：https://kokoro.mhlw.go.ja//agency/

　仙北市は、行動目標に「自分にあったストレス
解消法を見つけ、行う」、「悩みや不安を一人で抱
え込まない」を掲げ、日常生活の悩みやストレス
をいつも抱えているという人は15％以下（7人に
ひとり）、ストレス解消方法がないという人は5％
以下（20人にひとり）に減じるよう目標値を設定
しています。とはいえ、残念ながらストレスをな
くすことはできませんし、すべて避けてとおるわ

★�保健課では健康相談、こころの相談など ( 秘密厳守 ) に
応じています。お気軽にお問い合わせください。

にしき園だより
問  にしき園　☎47-3211

　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリハ　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリハ
ビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設ですビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設です

【利用者の状況】
11月末 88人

12月入所    5人
12月退所    4人

12月末 89人
平均要介護度  2.76

－　第31号　－

感染症予防のため、しばらくの間、ご面会はガラス越しで対応させていただいております。感染症予防のため、しばらくの間、ご面会はガラス越しで対応させていただいております。

その際、ハンディインターホンを使用しての会話が可能ですのでご利用ください。その際、ハンディインターホンを使用しての会話が可能ですのでご利用ください。

介護職員を募集しています。介護職員を募集しています。
お気軽にお電話ください。お気軽にお電話ください。

　明けましておめでとうございます。昨年はウィズコロナという言葉に
明け暮れさせられましたが、皆さま方においてはご健勝のこととお喜び申
し上げます。
　また、新型コロナウイルス感染症予防対策に何かとご不便をおかけしま
したが、幸いにも当施設の入所者さまから一人の感染者を出すこともなく、
無事に新年を迎えられたことは、皆さま方のご理解とご協力の賜物と感謝
します。
　今後も新型コロナウイルス感染症など沈静化することを願い、入所者さ
まとの面会の解禁など一日も早く日常生活に戻れるよう努めますので、こ
れからもご協力賜りますようお願いします。

保
健

と

の

健
康

掲
示
板

教育委員会 学校教育課内  北浦教育文化研究所 ☎43-3387KITAURA

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》
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神
代
中
学
校
で
企
業
説
明
会

　
11
月
10
日
、
神
代
中
学
校
2
年
生
を
対
象
と

し
て
企
業
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
仙
北
市
で

は
こ
れ
ま
で
、
中
学
生
段
階
で
は
企
業
説
明
会

を
行
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
未
来
の
地
域

や
社
会
を
支
え
る
意
欲
に
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
を

育
て
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。

（「
ヤ
マ
メ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
で
す
）

　
前
半
は
株
式
会
社biom

y

（
バ
イ
オ
ミ
ー
）

代
表
取
締
役 

小
西
哲
平
さ
ん
の
講
演
で
す
。

小
西
さ
ん
は
人
工
知
能
を
活
用
し
た
診
察
、
診

断
の
研
究
の
第
一
人
者
で
す
。
高
齢
化
に
よ
り

医
療
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
医
師

不
足
は
深
刻

で
す
。
そ
れ

に
対
応
す
る
た

め
に
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
て
事
業

を
展
開
し
て
い

る
の
だ
そ
う
で

す
。
小
西
さ
ん

は
、「
自
分
で

学
び
た
い
こ
と

か
分
か
ら
な
い
」こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。「
砂

防
堰
堤
工
事
」「
サ
ー
ミ
ス
タ
」「
漏
水
修
理
」「
Ｉ

Ｔ
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
、
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
が

な
い
内
容
に
触
れ
て
、
生
徒
た
ち
の
「
仕
事
の

内
容
」
に
つ
い
て
の
理
解
が
次
第
に
広
が
り
、

深
ま
っ
て
い
く
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
企
業
の
お
話
に
は
、「
仕
事
に
か
け

る
思
い
」
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

・�

売
る
こ
と
で
は
な
く
、『
お
客
さ
ま
の
豊
か

な
人
生
を
作
る
こ
と
』
が
仕
事
で
す
。

・�

楽
し
い
職
場
を
皆
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

う
ち
は
楽
し
い
で
す
よ
。

・�

働
い
て
い
る
う
ち
に
、「
社
会
へ
の
貢
献
」
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
や
り
が
い
」
と
い
う
も
の
が
大
切
な
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

・�

田
舎
で
も
世
界
に
誇
れ
る
仕
事
が
で
き
ま
す

よ
。

・�
楽
し
む
こ
と
、
挑
戦
す
る
こ
と
、
失
敗
す
る

こ
と
、
失
敗
を
次
に
い
か
す
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

・�

仕
事
も
楽
し
い
。
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
楽

し
い
。
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
各
社
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、「
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
明
る
い
未
来
を
創
り
た
い
」

と
い
う
思
い
で
し
た
。
大
人
か
ら
の
真
剣
で
真

摯
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
ダ

イ
レ
ク
ト
に
響
き
ま
す
。
話
を
聞
い
て
い
く

う
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
の
眼
差
し
が
明
ら
か
に

変
わ
っ
て
い
く
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
来
年
度
は
、
市
内
全
中
学
校
の
2
年
生
を
対

象
と
し
て
企
業
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
地
域
の
大
人
の
「
生
き
方
、
や
り
が
い
、

思
い
」
を
伝
え
る
こ
と
が
、
子
ど
も
を
育
て
て

い
き
ま
す
。見
せ
ま
し
ょ
う
、仙
北
市
の
底
力
！

感
想 

石
川
才
稀
さ
ん

　
私
は
自
分
の
夢
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
今

日
の
話
を
聞
い
て
も
考
え
が
変
わ
る
こ
と
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ろ
ん
な

話
を
聞
い
て
み
て
、
そ
の
職
業
に
つ
い
て
自
分

が
知
ら
な
い
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
も
っ
と
視
野
を
広
げ
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

感
想 

進
藤
綾
乃
さ
ん

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

を
聞
い
た
こ
と
が
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
全
て
の
企
業
が
魅
力
的
で
、
自
分
の
進
路

選
択
の
候
補
と
し
て
真
剣
に
考
え
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

を
見
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
」、「
企
業
精
神
」、

「
基
礎
的
な
学
力
は
必
要
な
こ
と
」
を
自
身
の
体

験
を
交
え
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
時
代
の
最

先
端
を
行
く
話
題
に
触
れ
た
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
視
野
は
確
か
に
ひ
ら
か
れ
た
と
感
じ
ま

し
た
。

　
後
半
は
企
業
の
方
々
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
企
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
順
不
同
）

・
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
秋
田
株
式
会
社

・ 

秋
田
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社　
　
　
　
　
　

（
Ｔ
Ｓ
Ａ
グ
ル
ー
プ
）

・
株
式
会
社
瀧
神
巧
業

・
株
式
会
社
門
脇
木
材

・
イ
ン
ス
ペ
ッ
ク
株
式
会
社

・
株
式
会
社
西
宮
組

・
有
限
会
社
イ
ン
フ
ォ
テ
ッ
ク

・
株
式
会
社
東
北
芝
浦
電
子

・ 

秋
田
日
産
自
動
車
株
式
会
社

・
株
式
会
社
万
景

・
乳
頭
温
泉
組
合

・ 

万
六
建
設
株
式
会
社

・ 

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
大
仙
地
域
事
務
所

　
中
学
生
に
と
っ
て
企
業
は
、「
名
前
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
何
を
や
っ
て
い
る
の

最先端の部品を手にする生徒の様子。

仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
、
映

像
を
使
っ
た
説
明
を
受
け
る

様
子
。（
写
真
左
）

自
衛
隊
の
業
務
に
つ
い
て
、

真
剣
に
説
明
を
受
け
る
生
徒

の
様
子
。（
写
真
右
）
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相
談
相
談

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

第11回仙北市総合美術展
　仙北市で芸術活動をされている方々の
作品が一堂に集まる「第 11 回仙北市総
合美術展」が開催されます。今回は、約
176 点の作品が展示される予定です。絵
画や書、写真など様々なジャンルの作品
が展示され、大変見応えのある美術展と
なっていますので、ぜひご来場ください。

【会期】1月31日火 ～ 2月１２日日

　（会期中は無休）
【時間】9:00～16:30（入場は16:00まで）
【場所】角館町平福記念美術館
【入場料】150円（仙北市民は無料）
【その他】出品作品などの詳細は、折込み

チラシをご覧ください。
【問合せ】仙北市文化創造課  ☎43-3302

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談できるよう、
秋田弁護士会のご協力をいただき、次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】1 月 25 日水 13:30 ～  【場所】角館交流センター 第 2 研修室
【相談員】草薙秀樹弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全般のご相談）  ▼サラ金・クレジットなど多重債務の

ご相談  ▼中小企業・個人事業に関するご相談  ▼高齢者・障がい者に関するご相談  ▼交
通事故に関するご相談  ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約（平日9:00 ～ 17:00）してください。
【相談時間等】1日先着4人。1人30分以内。（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  
　③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あらかじめ話の内容をまとめてきてください。相談に
必要と思われる資料がありましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111
▼ ▼ ▼ Consultation相　談

厚生労働省からのお知らせ
　厚生労働省は、新型コロナウイルス感染症による小学校休業等対応助成金・支援金と
して、子どもの世話を保護者として行った労働者に対し、有給休暇を取得させた事業主
への助成金や子どもの世話を行うために契約した仕事ができなくなった個人で仕事をす
る保護者への支援金制度を実施しています。
※助成金・支援金の対象となる休暇の取得期間が3月31日まで延長となりました。

【専用コールセンター】☎0120-876-187（土日含む9:00 ～ 21:00）
【問合せ】厚生労働省雇用環境・均等局職業生活両立課  ☎03-5253-1111（内線7929、7866）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

第37号▶1月6日現在

問 仙北市新型コロナウイルスワクチン接種推進室　☎ 43-3305

お 知 せら仙北市新型コロナウイルス仙北市新型コロナウイルス
ワクチン接種推進本部からワクチン接種推進本部から

集団接種は 1 月 31 日で終了します
2 月以降は個別接種をご利用ください

個別接種実施医療機関
（各医療機関へ直接お申し込みください）
●おおさわ胃腸科内科クリニック
　☎52-1133
　接種日時／木曜日 14:00 ～ 15:00 定員6人
●下新町クリニック
　☎54-2055
　接種日時／月・火・水・金曜日 15:00 ～ 16:00 定員6人／日 　仙北市新型コロナウイルスワクチン接種

コールセンターへお電話ください。

☎0570-038899
（土・日曜日、祝日を除く 9:00 ～ 17:00）

予約について

小児（5 歳から 11 歳）接種のご案内
　3回接種未完了の小児を対象に、次の日程で接種
を行います。接種を希望する方はワクチン接種コー
ルセンターへ電話で予約してください。
　なお、定員は 20人となっています。
▶2月6日㈪ 14:00 ～ 市立角館総合病院
▶2月27日㈪ 14:00 ～ 市立角館総合病院

高橋キヌ子社中活動報告公演
【日時】1月29日日 13:00 ～
【場所】西木温泉ふれあいプラザクリオン
【入場料】無料（送迎あり。詳しくは下記

までご連絡ください）
【問合せ】事務局 佐藤 ☎090-7062-5061

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

　
皆
さ
ま
、
ご
無
沙
汰
で
す
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
鐘
（
シ
ョ
ウ
）
で
す
。

　
12
月
に
入
っ
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な

雪
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
除
雪
が
大
変

で
す
が
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
私
は
嬉
し
い
で
す
。
昨
シ
ー
ズ
ン

は
在
日
外
国
人
を
誘
致
し
て
、
た
ざ
わ
湖

ス
キ
ー
場
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
体
験
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
開
催
す
る

予
定
で
す
が
、
昨
年
と
少
し
違
う
の
は
台

湾
か
ら
の
観
光
客
が
多
い
こ
と
で
す
。

　

昨
年
の
10
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
水
際
対
策
が
緩
和
さ
れ
、

日
本
政
府
観
光
局
が
11
月
に
発
表
し
た

２
０
２
２
年
10
月
の
日
本
へ
入
国
し
た
外

国
人
数
は
、
49
万
８
６
０
０
人
で
し
た
。

実
際
、
私
は
11
月
上
旬
に
台
湾
に
帰
省
し

ま
し
た
が
、
そ
の
帰
り
に
乗
っ
た
羽
田
空

港
行
き
の
便
で
は
乗
客
の
８
割
は
訪
日
観

光
客
で
あ
り
、
驚
く
と
同
時
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
少
し
ず
つ
回
復
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
た
ざ
わ

湖
ス
キ
ー
場
に
来
る
外
国
人
も
増
加
す
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ま
は
ス
キ
ー
場
で
滑
る
時
、

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
か
？

　
私
は
滑
る
時
に
い
つ
も
自
撮
り
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
度
に
い
つ
も
カ
メ
ラ
マ
ン

が
い
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
シ
ー
ズ
ン
は
追
い
撮
り
サ
ー
ビ

ス
も
で
き
れ
ば
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
以
外

の
冬
に
体
験
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
田
沢
湖
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー
は
田
沢
湖
レ

イ
ク
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で「TAZAW

AKO
 

W
IN

TER BASE

」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
程
は
１
月
20
日
か
ら
３
月
12
日
の
毎

週
月
、
金
、
土
、
日
曜
日
で
す
。
日
時
は
変

更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
「TAZAW

AKO
 W

IN
TER BASE

」 

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

仙北市仙北市地域おこし
地域おこし協力隊コラム

協力隊コラム

鐘 偉 倫
インバウンド観光再開

た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
に
来
た
ら
、

皆
さ
ん
よ
く
撮
る
定
番
写
真
、
田

沢
湖
を
バ
ッ
ク
に
。

ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
！

台湾の学校とのオンライン交流
　令和3年から始まった台湾の学校とのオンライン交流。2
年目を迎えた昨年は仙北市内8校、計10回の交流を行いま
した。交流した学校は角館高校、角館中学校、生保内中学校、
神代中学校、西明寺中学校、桧木内中学校、大曲支援学校
せんぼく校、また昨年は白岩小学校が新たに仲間入りしま
した。

交流は日台文化の紹介、合唱やダンスなど
　交流内容は学校によって異なりますが、主に日台文化の
紹介、合唱やダンス披露、ゲームやクイズなどを行いまし
た。仙北市の児童、生徒たちは、電子黒板に映し出されて
いる台湾の方々に向けて発表したり、台湾の国旗を片手に、
向こうのパフォーマンスに声援を送りました。

第第1717回回

　皆さん、こんにちは。寒い冬の季節、いかがお過
ごしでしょうか。仙北市国際交流員の黄敏です。日
本の入国規制緩和にあたり、ちらほらと角館の街中
に外国人の姿が見え、少しずつコロナ禍前の生活に
戻った気がします。

いよいよ台湾へ出発！
　いよいよ日台間が自由に行き来できるようになりまし
た。コロナ禍の影響から始まったオンライン交流ですが、
これからは生徒たちが飛行機に乗って、お互いに訪問し
交流できる機会が訪れたら嬉しく思います。

→生保内中学校の生徒と姉妹校の
北投中学校の生徒が、オンライン
で交流する様子。

↓北投中学校の生徒によるパフォー
マンスに対し、台湾の国旗で声援を
送る様子。
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TS　寮生活の息子が年末に帰
省。普段から体重を増やすよ
うにいわれている息子のため、
たくさんの肉を購入。店員か

ら「残ったときは冷凍してください」と
心配されるも、私としては「足りるだろ
うか」と、逆の心配ばかり。仕事だった
妻も私と同じ心配をしていたようで、追
加で肉を買って帰宅するも、息子の体重
は現状維持で、私がプラスになってしま
いました。

SG　年末年始にかけて断続
的に降り続いた雪。自宅周辺
もだいぶ雪の壁が高くなって
きました。最近は、隣家のト

ラクターの音で目を覚まし、そのまま除
雪作業という流れです。いかに効率的に
短時間で終わらせるか。スノーダンプと
除雪機を駆使して雪と格闘する日々で
す。そんな雪もスキー場に行くと楽しい
相棒に。なんだかんだで憎めないのです。

広報担当者の広報担当者の

つつ
やや きき

ぶぶ

1/
１６ 月

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所 10:00 ～ 12:00）
1/1･P22

１７ 火 ●オレンジカフェ（下延住民センター 14:00 ～ 16:00） 1/1･P14

●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00） 1/1･P15

１８ 水

●オレンジカフェ（NPO 法人かじか瀬スペース 10:00 ～ 12:00） 1/1･P14

●こころの相談（田沢湖健康増進センター 13:30 ～ 14:20、14:30 ～ 15:20） 1/1･P15

●かだれ（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 1/1･P15

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 1/1･P15

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 15:00）
1/1･P22

１９ 木 ●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00） 1/1･P22

２０ 金 ●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30 頃） 1/1･P15

●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30、13:30 ～ 14:30） 1/1･P19

２１ 土
●認知症サポーター養成講座（市役所角館庁舎 101・102 会議室 14:00 ～ 15:30） 1/1･P13

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 1/1･P17

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） 1/1･P17

２２ 日
●神代地区新春懇談会（温泉ゆぽぽ本館 10:00 ～） 1/1･P22

●愛仙の「みんなでやろう ! ドリームチャレンジ day へ GO」（指定障がい福祉サービス事
業所 愛仙 10:00 ～） 1/1･P22

２３ 月 ●認知症サポーター養成講座（西木総合開発センター営農相談室 14:00 ～ 15:30） 1/1･P13

●こころの相談（角館庁舎 相談室 13:30 ～ 14:20、14:30 ～ 15:20） 1/1･P15

２４ 火 ●認知症サポーター養成講座（田沢湖総合開発センター農林研修室 14:00 ～ 15:30） 1/1･P13

●こころの相談（西木総合開発センター 10:00 ～ 10:50、11:00 ～ 11:50） 1/1･P15

２５ 水 ●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P17

●中華点心料理教室（田沢湖健康増進センター調理実習室 10:00 ～ 12:00） 1/1･P16

２６ 木

２７ 金 ●あつまれ ! 0 歳児 ! !（さくラッコ 10:30 ～ 11:30、13:30 ～ 14:30） 1/1･P19

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 15:00） 1/1･P22

２８ 土 ●オレンジカフェ（グループホームひまわり地域交流室 14:00 ～ 16:00） 1/1･P14

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 1/1･P17

２９ 日 ●高橋キヌ子社中活動報告公演（西木温泉ふれあいプラザクリオン 13:00 ～） P17

●第 10 回仙北市バスケットボール大会（角館中学校体育館 9:00 ～） 1/1･P23

３０ 月 ●こころの相談（角館庁舎 相談室 10:00 ～ 10:50、11:00 ～ 11:50、13:30 ～ 14:20、14:30
～ 15:20） 1/1･P15

３１ 火
●第 11 回仙北市総合美術展（角館町平福記念美術館 9:00 ～ 16:30 ※入館は 16:00 まで）

P17  2月12日まで  

●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店 15:00 ～ 16:30）

ＩＮ ＤＥＸＩＮ ＤＥＸ
2-3
4-7
8-9
10-13

14
15
16

17

18

旬な情報チャンネル
市役所からのお知らせ
仙北市上下水道事業について
市県民税などの申告は 3 月15 日㈫
までです
保健と健康の掲示板／にしき園だより
仙北市教育委員会だより きたうら
仙北市地域おこし協力隊コラム／
みんのつぶやき～もっと台湾が好
きになる～
おしらせナビ／仙北市新型コロナウ
イルスワクチン接種推進本部から
仙北市カレンダー／旬な情報チャンネル

仙北市カレンダー仙北市カレンダー 1/16 月  ～ 31 火

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱仙北印刷所
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広
報
せ
ん
ぼ
く
」に
関
す
る
お
問
合
せ
は

No.362No.362
--1616 11

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。

　
12
月
14
日
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

ク
リ
オ
ン
で
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
劇
団
わ
ら
び
座
３
人
の
役
者
さ

ん
に
よ
る
歌
や
語
り
、
軽
体
操
、
寸
劇
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
会
場
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
歌
や
語
り
で
し
ん
み
り
と
、
軽

体
操
で
ス
ッ
キ
リ
と
、
会
場
の
参
加
者
を
巻

き
込
ん
だ
寸
劇
で
は
笑
い
が
起
こ
り
、
参
加

者
の
方
々
か
ら
は
、
わ
ら
び
座
さ
ん
の
パ
ワ
ー

に
元
気
を
も
ら
っ
た
、
笑
う
こ
と
の
よ
さ
を

実
感
し
た
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い

け
れ
ど
、
前
向
き
に
今
の
大
切
さ
を
感
じ
た
、

心
が
折
れ
そ
う
な
時
、
空
の
上
に
は
必
ず
青

空
が
あ
る
と

思
い
頑
張
る

な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
研

修
の
目
的
で

あ
る
元
気
、

命
の
大
切

さ
、
支
え
合

う
こ
と
を
実

感
と
し
て
感

じ
ら
れ
た
コ

ン
サ
ー
ト
で

し
た
。

歌
や
寸
劇
な
ど
を
通
じ
て

こ
こ
ろ
が
元
気
に

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
研
修
会

笑
う
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
充
実

し
た
時
間
で
し
た
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－


